
河
北
潟
だ
よ
り

令
和
元
年
８
月
５
日

事
業
所
開
所
式
を
開
催

石
川
県
、
金
沢
市
、
か
ほ
く
市
、
内
灘
町
、
津
幡
町
、
河
北
潟
沿
岸

土
地
改
良
区
、
河
北
潟
干
拓
土
地
改
良
区
及
び
北
陸
農
政
局
の
関
係
者

45

名
の
出
席
の
下
、
開
所
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
式
典
に
先
立
ち
、

森
澤
北
陸
農
政
局
長
と
事
業
推
進
協
議
会
長
で
あ
る
山
野
金
沢
市
長
に

よ
り
看
板
の
上
掲
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
式
典
で
は
、
森
澤
北
陸
農
政
局

長
に
よ
る
式
辞
に
続
い
て
、
石
川
県
の
遠
藤
農
林
水
産
部
長
及
び
山
野

金
沢
市
長
か
ら
祝
辞
を
頂
い
た
後
、
山
本
事
業
所
長
か
ら
事
業
概
要
が

説
明
さ
れ
ま
し
た
。
式
典
を
通
じ
て
、
本
事
業
に
対
す
る
地
元
関
係
者

か
ら
の
強
い
期
待
が
寄
せ
ら
れ
、
職
員
9

名
は
事
業
の
実
施
を
通
じ

て
地
域
の
発
展
に
貢
献
す
る
決
意
を
新
た
に
し
ま
し
た
。
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森澤北陸農政局長と山野金沢市長
による看板上掲の様子

本
地
区
は
か
つ
て
、
戦
後
の
食
糧
増
産
を
目
的
と
し
て
実
施
さ
れ
た

国
営
河
北
潟
干
拓
土
地
改
良
事
業
及
び
干
拓
附
帯
土
地
改
良
事
業
に
よ

り
、
河
北
潟
の
約
３
分
の
２
に
渡
る
農
地
の
造
成
と
複
数
の
用
排
水
機

場
や
河
北
潟
放
水
路
防
潮
水
門
な
ど
の
整
備
が
行
わ
れ
、
現
在
あ
る
農

業
生
産
基
盤
の
構
築
が
図
ら
れ
て
い
ま
す
。
特
に
干
拓
地
に
お
き
ま
し

て
は
、
昭
和
45

年
の
稲
作
転
換
政
策
に
よ
る
土
地
利
用
計
画
の
変
更
が

な
さ
れ
た
中
で
、
地
元
農
業
者
や
そ
の
関
係
の
皆
様
の
不
断
の
ご
努
力

に
よ
り
、
現
在
の
よ
う
な
県
内
有
数
の
大
規
模
畑
作
地
帯
の
形
成
が
図

ら
れ
て
参
り
ま
し
た
。

し
か
し
な
が
ら
近
年
、
干
拓
地
及
び
そ
の
周
辺
農
地
等
の
地
盤
沈
下

や
都
市
化
の
進
展
に
よ
る
流
出
形
態
の
変
化
、
降
雨
形
態
の
変
化
な
ど

に
起
因
し
ま
し
て
、
地
区
内
の
排
水
機
場
や
幹
線
排
水
路
等
の
農
業
水

利
施
設
の
排
水
機
能
が
低
下
し
、
湛
水
被
害
が
頻
発
し
て
い
ま
す
。
ま

た
、
河
北
潟
放
水
路
防
潮
水
門
に
つ
い
て
は
、
現
在
か
ら
約
45

年
以
上

前
に
造
成
さ
れ
た
古
い
施
設
の
た
め
、
現
状
で
必
要
と
す
る
耐
震
性
能

を
有
し
て
お
ら
ず
、
大
規
模
地
震
に
よ
り
損
壊
し
た
場
合
は
、
そ
の
排

水
機
能
や
防
潮
機
能
が
喪
失
す
る
こ
と
に
な
り
、
農
地
の
み
な
ら
ず
周

辺
地
域
に
甚
大
な
被
害
を
及
ぼ
す
恐
れ
が
あ
り
ま
す
。

こ
の
た
め
本
事
業
で
、
干
拓
地
内
３
ヶ
所
、
周
辺
地
域
６
ヶ
所
の
計

９
ヶ
所
の
排
水
機
場
に
つ
き
ま
し
て
、
沈
下
し
た
地
盤
条
件
や
、
現
状

の
降
雨
強
度
と
流
出
形
態
に
対
応
し
た
機
能
を
備
え
も
つ
新
た
な
排
水

機
場
を
現
施
設
に
隣
接
し
て
設
置
す
る
と
と
も
に
、
併
せ
て
干
拓
地
内

の
幹
線
排
水
路
３
・
２
㌖
を
拡
幅
す
る
こ
と
に
よ
り
排
水
能
力
の
強
化

を
図
る
こ
と
と
致
し
ま
す
。
ま
た
、
河
北
潟
放
水
路
防
潮
水
門
に
つ
い

て
は
、
大
規
模
地
震
に
対
し
て
も
致
命
的
な
損
傷
を
与
え
な
い
性
能
を

備
え
る
と
と
も
に
、
機
能
の
強
化
が
図
ら
れ
る
各
排
水
機
場
か
ら
の
排

水
容
量
に
も
対
応
で
き
る
よ
う
、
現
施
設
よ
り
堰
長
を
拡
幅
し
、
排
水

能
力
の
強
化
を
図
る
ほ
か
、
２
段
式
ゲ
ー
ト
の
設
置
に
よ
り
、
河
北
潟

の
水
位
を
よ
り
調
整
し
易
く
す
る
機
能
を
備
え
た
も
の
と
し
て
、
現
施

設
の
上
流
に
新
た
に
設
置
す
る
こ
と
と
致
し
ま
す
。
併
せ
て
、
水
管
理

施
設
の
構
築
に
よ
り
、
こ
れ
ま
で
の
施
設
管
理
者
の
排
水
管
理
労
力
の

軽
減
と
維
持
管
理
費
用
の
負
担
軽
減
を
図
る
こ
と
と
致
し
ま
す
。
ま
た
、

こ
れ
ら
の
対
策
と
併
せ
、
関
連
事
業
に
よ
る
排
水
機
場
の
更
新
整
備
に

よ
り
、
地
域
全
体
の
排
水
機
能
を
強
化
し
、
湛
水
被
害
の
軽
減
を
図
り
、

農
業
生
産
の
維
持
及
び
農
業
経
営
の
安
定
を
図
り
、
併
せ
て
国
土
の
保

全
に
資
す
る
こ
と
を
目
指
す
も
の
で
す
。

本
事
業
の
総
事
業
費
は
３
９
０
億
円
を
予
定
し
て
お
り
、
令
和
元
年

度
か
ら
13

年
度
ま
で
の
13

年
間
の
工
期
で
事
業
を
進
め
る
計
画
と
し

て
、
こ
の
８
月
１
日
に
事
業
所
を
開
設
し
、
職
員
９
名
で
ス
タ
ー
ト
し

ま
し
た
。

事
業
の
実
施
に
あ
た
り
ま
し
て
は
、
本
日
ご
臨
席
を
賜
り
ま
し
た
皆

様
方
の
一
層
の
ご
指
導
ご
鞭
撻
を
い
た
だ
き
た
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま

す
。

所
長

山
本

昌
也

開
所
式
で
の
事
業
概
要
説
明
（
一
部
抜
粋
）

本
地
区
は
、
石
川
県
の
ほ
ぼ
中
央
部
に
位
置
す
る
金
沢
市
、
か
ほ
く

市
、
津
幡
町
及
び
内
灘
町
に
ま
た
が
る
河
北
潟
干
拓
地
及
び
そ
の
周
辺

に
広
が
る
、
３
１
４
５
㌶
の
農
業
地
帯
で
す
。

本
地
区
の
営
農
に
つ
い
て
は
水
稲
を
中
心
に
、
大
豆
、
大
麦
、
野
菜

等
を
組
み
合
わ
せ
た
農
業
経
営
や
、
地
域
の
特
産
と
し
て
、
市
場
で
の

評
価
の
高
い
「
加
賀
れ
ん
こ
ん
」
、
小
松
菜
を
は
じ
め
、
キ
ャ
ベ
ツ
、

す
い
か
等
の
野
菜
や
な
し
、
ブ
ド
ウ
な
ど
の
果
樹
の
ほ
か
、
県
内
の
牛

乳
生
産
の
約
５
割
を
占
め
る
酪
農
経
営
な
ど
多
様
な
営
農
が
展
開
さ
れ

て
い
ま
す
。


